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●対策に関するコメント 

①平鍋地区 

(ア) 現地踏査で崩壊地周辺のクラックの有無を確認する必要がある。クラックが存在し

た場合には、崩壊の拡大も懸念されることから、伸縮計を設置するなど監視体制を

構築する必要がある。 

(イ) 崩壊地の下部に崩壊した土砂が堆積しているため、今後豪雨が生じた場合に土石流

の発生が懸念される。そのため、渓流沿いに土石流検知センサー（ワイヤーセンサ

ー或いは振動センサーなど）を設置し、土石流の発生を監視する体制を構築する必

要がある。 

(ウ) 山腹の斜面が土石流によって渓床から高さで約 40m 程度まで削り取られ裸地となっ

ているため、渓床に不安定な土砂を供給する懸念がある。そのため、山腹の斜面に

は表面侵食や表層崩壊を防止する対策を講じる必要がある。 

(エ) 土石流が奈半利川との合流点付近の国道の橋梁が流出するとともに、道路上に厚さ

1m 弱程度で堆積していたことから、今後土石流が発生した場合、同じ程度の標高ま

で土石流が流れる可能性もある。橋脚を仮設あるいは復旧する際には、前述の土石

流の監視体制を構築するとともに、橋脚の高さを現況よりも高くする必要がある。 

 

②北川村温泉上流 

(ア) 雲がかかっていたため、崩壊地を確認できていない。 

(イ) 土石流は渓流を流れ下って、奈半利川合流点まで流れ下り、小規模な扇状地を形

成していた。また、奈半利川合流点付近にある国道の橋梁上にも土石流の流れた

痕跡が見られた。このことから、（崩壊地の残土を確認できていないが）土石流の

発生の可能性も考えられるので、渓流沿いに土石流検知センサー（ワイヤーセン

サー或いは振動センサーなど）を設置し、土石流の発生を監視する体制を構築す

る必要がある。 

 

③和田地区 

(ア) 現地踏査で崩壊地周辺のクラックの有無を確認する必要がある。クラックが存在

した場合には、崩壊の拡大も懸念されることから、伸縮計を設置するなど監視体

制を構築する必要がある。 

(イ) 崩壊地の下部に崩壊した土砂が堆積しているため、今後豪雨が生じた場合に土石

流の発生が懸念される。そのため、渓流沿いに土石流検知センサー（ワイヤーセ

ンサー或いは振動センサーなど）を設置し、土石流の発生を監視する体制を構築

する必要がある。 
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 問い合わせ先 土木研究所火山土石流チーム 水野 029-879-6785  

          国土技術政策総合研究所砂防研究室 林 029-864-4372 


